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舞洲スポーツアイランド

最後の舞洲トレーニング

3月29日（金） 舞洲フォーミュラトレーニング

MAISHIMA

3期生の柱本翔夢伊（13）小野原智（11）、ファン・へイン（12）、4期生の北村
有志（11）がトレーニングに参加しました。この日は、翌週にF1日本GPのフリー
走行を控えた岩佐歩夢選手が特別講師として参加してくれました。

朝まで降り続いた雨で路面は完全にウェット。大きな水たまりが混在するトラッ
クコンディションでスタートしました。約3年間、利用させていただいた舞洲スポー
ツアイランドは、大阪万博が終わるまでの間、利用できなくなるため、ここでのト
レーニングはこれが一旦最後となります。朝の脱出訓練を終えて走行練習に移りま
した。午前のメニューはシフト操作とブレーキングの慣熟走行です。岩佐講師が一
人一人にアドバイスを与えながら、確実に全員の走りが向上していきました。

午後からは決められたコースを周回するサーキットトレーニングです。岩佐講師
とデータロガーで走りを分析し、タイムアップを図ります。次第に路面が乾き始め
ウェットタイヤからドライタイヤへと交換しました。日光が照り付け気温も上がり、
急速にドライコンディションへと変化していきます。3回の計測走行を終えて、この
日の評価に繋がる最後の5分アタックがスタートしました。まずは小野原がアタック
開始。アドバイス通りに走りを修正して先ほどよりも大きくタイムを伸ばしました。
2人目は柱本。このメンバーの中では最も精度が高いドライビングでトップタイムを
記録しました。3人目はファン。タイムこそ出ませんでしたが、課題であったシフト
ミスを減らすことはできました。最後は北村。4期生で最も経験値が少ないドライ
バーですが、最後の舞洲トレーニングで先輩の小野原・ファンのタイムを上回り、
大きく成長を見せてくれました。

走行トレーニング終了後には、岩佐講師と一緒にフィジカルトレーニングを行い、
この日のすべてのプログラムを終了しました。

Hashiramoto/Hwang/Onohara/Kitamura



（ ）

 3期生では最も優秀な成績で舞洲トレーニングを終えた柱本。岩佐講師からのアドバイスを理解してそれを実践できて

いました。一発の速さだけではなく、平均のラップタイムも一人だけ群を抜いていました。現状に満足せず、岩佐講師を

超える走りを目指してもらいたいです。

（ ）

今月、最も成長を見せたのは間違いなく北村でした。3期生から半年以上の遅れを完全に無くし、最後にしっかり結果を

残しました。この半年間、彼にとっては簡単なことではなかったはずです。今回の経験は必ず今後のキャリアに活かされ

るはずです。

（ ）

 1年半前の初めての舞洲トレーニングから想像もつかないほど、ドライビングも身長も伸びた小野原。自分の不得意を

克服するために、しっかり実践していたと思います。速さの部分ではあと少し足りないので、もう一皮むけて速く強いド

ライバーになってもらいたいです。

（ ）

一度ミスをするとそのまま悪い流れで終わってしまっていたのが、これまでのファンでした。しかしこの日は違いまし

た。悪い流れを断ち切り、リズムを取り戻せたことは彼にとって大きな成果です。後半やや疲れが見えたので、普段から

身体を動かしフィジカル面を強化していきたいところです。

舞洲スポーツアイランド



【トレーニングを終えて】

2021年2月に小さなジュニアドライバーたちが初めてクルマを運転した場所が舞洲スポーツアイランドでした。

そこから2期生・3期生・4期生と子供たちが初めてクルマを動かすことのできる唯一の場所でした。

ここの場所無くして今のレベルの子供たちはありません。

3年2カ月間、子供たちを育ててくれた舞洲スポーツアイランドに感謝です。

2年後の舞洲トレーニングが再開されるまでの間に、シミュレーターで次なるジュニアドライバーたちの育成に務めます。

Junior Drive講師 白石勇樹
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